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1前 2 1 1前 2 1

1前 2 　 　 　 　 　 　 　 1 1前 2 　 　 　 　 　 　 　 1

- 4 0 0 0 0 0 0 0 1 - 4 0 0 0 0 0 0 0 1

生命倫理学 1後 2 　 1 生命倫理学 1後 2 　 1

人間関係論 1前 2 　 1 人間関係論 1前 2 　 1

哲学 1前・後 4 　 1 哲学 1前・後 4 　 1

倫理学 1前・後 4 　 1 倫理学 1前・後 4 　 1

芸術論 1前・後 4 　 2 芸術論 1前・後 4 　 2

文化人類学 1前・後 4 　 1 文化人類学 1前・後 4 　 1

1後 4 1 1後 4 1

小計　（7科目） - 4 20 0 0 0 0 0 0 7 小計　（7科目） - 4 20 0 0 0 0 0 0 7

法学 1前・後 4 1 法学 1前 4 1

憲法 1前・後 4 1 憲法 1前・後 4 1

社会学 1前・後 4 2 社会学 1前・後 4 2

現代の社会 1前・後 4 1 現代の社会 1前・後 4 1

心理学概論 1前・後 4 1 心理学概論 1前・後 4 1

小計　（5科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 5 小計　（5科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 5

基礎統計学 1後 2 1 1 1 基礎統計学 1後 2 1 1 1

環境と自然 1前・後 4 1 環境と自然 1前・後 4 1

情報処理の基礎 1前・後 4 1 情報処理の基礎 1前・後 4 1

小計　（3科目） － 2 8 0 1 0 1 0 0 3 小計　（3科目） － 2 8 0 1 0 1 0 0 3

健康・スポーツ科学 1前・後 4 1 1 健康・スポーツ科学 1前・後 4 1 1

健康・スポーツ実技 1前・後 1 1 2 健康・スポーツ実技 1前・後 1 1 2

小計　（2科目） － 0 5 0 1 0 0 0 0 2 小計　（2科目） － 0 5 0 1 0 0 0 0 2

Oral Communication 1前 2 3 Oral Communication 1前 2 2

Reading ＆ Writing 1後 2 3 Reading ＆ Writing 1後 2 2

小計　（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 3 小計　（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 2

1後 1 1 1後 1 1

1後 3 1 1後 3 1

ボランティア活動 1前 1 1 ボランティア活動 1前 1 1

キャリア・Re-スタート 1後 2 1 キャリア・Re-スタート 1後 2 1

地域の安全と警察 1後 2 1 地域の安全と警察 1後 2 1

小計　（5科目） － 0 9 0 0 0 0 0 0 2 小計　（5科目） － 0 9 0 0 0 0 0 0 2

1前・後 2 3 1前・後 2 3

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

2前・後 1 1 2前・後 1 1

2前・後 1 1 2前・後 1 1

2前・後 1 1 2前・後 1 1

小計　（7科目） － 0 11 0 0 0 0 0 0 4 小計　（7科目） － 0 11 0 0 0 0 0 0 4

Introduction to
American Society

現
代
社
会

自

然

科

学

と

環

境

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

言

語

ス

キ

ル

科

目

英
語

自
由
選
択
科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援

科
目

インターンシップ
（体験型）

インターンシップ
（実践学修型）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

観光まちおこしワーク
ショップ入門

観光まちおこしワーク
ショップ実践Ａ

観光まちおこしワーク
ショップ実践Ｂ

観光まちおこしワーク
ショップ実践Ｃ

観光まちおこしプロジェ
クトA

観光まちおこしプロジェ
クトB

観光まちおこしプロジェ
クトC

２　授業科目の概要

＜医療健康学部　理学療法学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

授業科目の名称
配 当
年 次

科目
区分

教
養
コ
ア
科
目

人
間
と
文
化

兼

任

・

兼

担

基
礎
教
育
分
野

TIUコア
科目

ICT基礎

大学生活デザイン演習

小計　（2 科目）

科目
区分

基
礎
教
育
分
野

TIUコア
科目

ICT基礎

大学生活デザイン演習

小計　（2 科目）

教
養
コ
ア
科
目

人
間
と
文
化 Introduction to

American Society
（未開講）

現
代
社
会

自

然

科

学

と

環

境

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

言

語

ス

キ

ル

科

目

英
語

自
由
選
択
科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援

科
目

インターンシップ
（体験型）

インターンシップ
（実践学修型）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

観光まちおこしワーク
ショップ入門

観光まちおこしワーク
ショップ実践Ａ

観光まちおこしワーク
ショップ実践Ｂ

観光まちおこしワーク
ショップ実践Ｃ

観光まちおこしプロジェ
クトA

観光まちおこしプロジェ
クトB

観光まちおこしプロジェ
クトC
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2前 1 1 2前 1 1

運動学 1後 1 1 運動学 1後 1 1

運動学実習 2前 1 2 2 運動学実習 2前 1 2 2

運動生理学 2前 1 1 1 運動生理学 2前 1 1 1

解剖学Ⅰ 1前 1 1 解剖学Ⅰ 1前 1 1

解剖学Ⅱ 1後 1 1 解剖学Ⅱ 1後 1 1

解剖学Ⅲ 1後 1 1 解剖学Ⅲ 1後 1 1

解剖学実習Ⅰ 1前 1 1 1 解剖学実習Ⅰ 1前 1 1 1

解剖学実習Ⅱ 1後 1 1 1 解剖学実習Ⅱ 1後 1 1 1

心身機能発達学 1後 1 2 心身機能発達学 1後 1 2

生理学Ⅰ 1前 1 1 生理学Ⅰ 1前 1 1

生理学Ⅱ 1後 1 1 生理学Ⅱ 1後 1 1

生理学実習 1後 1 1 1 生理学実習 1後 1 1 1

小計（13 科目） － 13 0 0 1 3 5 0 0 0 小計（13 科目） － 13 0 0 1 3 5 0 0 0

医学一般Ⅰ 2前 1 1 医学一般Ⅰ 2前 1 1

医学一般Ⅱ 2後 1 1 1 医学一般Ⅱ 2後 1 1 1

栄養学 2前 1 1 栄養学 2前 1 1

画像診断学 2前 1 1 画像診断学 2前 1 1

救急救命医学 3前 1 1 1 救急救命医学 3前 1 1 1

公衆衛生学 2前 1 1 公衆衛生学 2前 1 1

疾病予防と健康増進 3前 2 1 疾病予防と健康増進 3前 2 1

神経内科学Ⅰ 2前 1 1 神経内科学Ⅰ 2前 1 1

神経内科学Ⅱ 2後 1 1 神経内科学Ⅱ 2後 1 1

整形外科学Ⅰ 2前 1 1 整形外科学Ⅰ 2前 1 1

整形外科学Ⅱ 2後 1 1 整形外科学Ⅱ 2後 1 1

精神医学 2前 1 1 精神医学 2前 1 1

病理学 2前 1 1 病理学 2前 1 1

薬理学 3前 1 1 薬理学 3前 1 1

臨床心理学 2後 1 1 臨床心理学 2後 1 1

小計（15 科目） － 14 2 0 2 1 0 0 0 3 小計（15 科目） － 14 2 0 2 1 0 0 0 3

健康ビジネス論 4後 2 1 健康ビジネス論 4後 2 1

社会福祉概論 2前 1 1 社会福祉概論 2前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

チーム医療論 3後 1 1 チーム医療論 3後 1 1

リハビリテーション概論 1前 1 1 リハビリテーション概論 1前 1 1

小計（5 科目） － 4 2 0 1 0 1 0 0 2 小計（5 科目） － 4 2 0 1 0 1 0 0 2

基礎理学療法学 1後 1 1 基礎理学療法学 1後 1 1

基礎理学療法学演習Ⅰ 1前 1 4 6 6 基礎理学療法学演習Ⅰ 1前 1 4 7 6

1後 1 4 6 6 1後 1 4 7 6

生体観察と触診法 1後 1 1 2 生体観察と触診法 1後 1 1 2

理学療法学概論 1前 1 2 5 3 理学療法学概論 1前 1 2 5 3

理学療法学特論 2後 1 1 2 5 理学療法学特論 2後 1 1 2 5

理学療法文献講読 3前 2 1 理学療法文献講読 3前 2 1

理学療法臨床英語 3後 1 1 理学療法臨床英語 3後 1 1

小計（8 科目） － 6 3 0 4 6 6 0 0 0 小計（8 科目） － 6 3 0 4 7 6 0 0 0

理学療法管理学 4後 2 理学療法管理学 4後 2 1

小計（1 科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 0 小計（1 科目） － 2 0 0 0 1 0 0 0 0

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

専
門
教
育
分
野

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

及
び
心
身
の
発
達

運動解剖学

疾
病
と
傷
害
の
成
り
立
ち

及
び
回
復
過
程
の
促
進

保

健

医

療

福

祉

と

リ

ハ

ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン

の

理

念

地域包括ケアシステム論

専
門
科
目

基
礎
理
学
療
法
学

基礎理学療法学演習Ⅱ

理

学

療

法

管

理

学

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

専
門
教
育
分
野

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

及
び
心
身
の
発
達

運動解剖学

疾
病
と
傷
害
の
成
り
立
ち

及
び
回
復
過
程
の
促
進

保

健

医

療

福

祉

と

リ

ハ

ビ

リ

テ
ー

シ
ョ

ン

の

理

念

地域包括ケアシステム論

専
門
科
目

基
礎
理
学
療
法
学

基礎理学療法学演習Ⅱ

理

学

療

法

管

理

学
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機能・能力評価学Ⅰ 1後 2 1 機能・能力評価学Ⅰ 1後 2 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

機能・能力評価学Ⅱ 2前 2 1 機能・能力評価学Ⅱ 2前 2 1

2前 1 2 2前 1 2

臨床運動分析学演習 2後 2 1 臨床運動分析学演習 2後 2 1

小計（5 科目） － 8 0 0 3 0 1 0 0 0 小計（5 科目） － 8 0 0 3 0 1 0 0 0

4後 1 1 4後 1 1

運動器理学療法学Ⅰ 2後 1 1 運動器理学療法学Ⅰ 2後 1 1

2後 1 1 2 2後 1 1 2

運動器理学療法学Ⅱ 3前 1 1 運動器理学療法学Ⅱ 3前 1 1

3前 1 1 2 3前 1 1 2

運動療法学 1後 1 1 運動療法学 1後 1 1

運動療法学実習 2前 1 2 運動療法学実習 2前 1 2

義肢装具学 2後 1 1 義肢装具学 2後 1 1

義肢装具学演習 2後 1 1 1 義肢装具学演習 2後 1 1 1

3後 2 1 3後 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4後 2 1 4後 2 1

小児理学療法学 3前 1 1 小児理学療法学 3前 1 1

3前 1 3前 1 1

4後 2 1 4後 2 1

スポーツ理学療法学 3前 2 1 スポーツ理学療法学 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

神経理学療法学Ⅰ 2後 1 1 神経理学療法学Ⅰ 2後 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

神経理学療法学Ⅱ 3前 1 1 神経理学療法学Ⅱ 3前 1 1

神経理学療法学実習Ⅱ 3前 1 2 神経理学療法学実習Ⅱ 3前 1 2

疼痛理学療法学 3後 1 1 疼痛理学療法学 3後 1 1

内部機能理学療法学Ⅰ 3前 1 1 内部機能理学療法学Ⅰ 3前 1 1

内部機能理学療法学Ⅱ 3前 1 1 内部機能理学療法学Ⅱ 3前 1 1

3前 1 1 3前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

物理療法学 2後 1 1 物理療法学 2後 1 1

物理療法学実習 2後 1 1 1 物理療法学実習 2後 1 1 1

2後 1 1 2後 1 1

理学療法学演習Ⅰ 2前 1 4 5 6 理学療法学演習Ⅰ 2前 1 4 6 6

理学療法学演習Ⅱ 2後 1 3 3 6 理学療法学演習Ⅱ 2後 1 3 4 6

理学療法学演習Ⅲ 3前 1 3 6 6 理学療法学演習Ⅲ 3前 1 3 7 6

臨床理学療法論 4後 2 1 臨床理学療法論 4後 2 1

小計（34 科目） － 27 14 0 4 6 6 0 0 1 小計（34 科目） － 27 14 0 4 7 6 0 0 1

介護予防評価演習 3後 2 1 1 介護予防評価演習 3後 2 1 1

3後 1 1 3後 1 1

地域理学療法学 3前 1 1 地域理学療法学 3前 1 1

予防理学療法学総論 3前 1 1 予防理学療法学総論 3前 1 1

予防理学療法学各論 4後 2 1 予防理学療法学各論 4後 2 1

小計（5 科目） － 3 4 0 1 2 1 0 0 0 小計（5 科目） － 3 4 0 1 2 1 0 0 0

日常生活活動理学
療法学

日常生活活動理学
療法学実習

理学療法リスクマネジメ
ント演習

地
域
理
学
療
法
学

生活環境支援理学
療法学

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

専
門
教
育
分
野

専
門
科
目

理
学
療
法
評
価
学

機能・能力評価学
実習Ⅰ

機能・能力評価学
実習Ⅱ

理
学
療
法
治
療
学

ウィメンズヘルス・メンズ
ヘルス理学療法

運動器理学療法学
実習Ⅰ

運動器理学療法学
実習Ⅱ

クリニカル・リーズニン
グ総論
クリニカル・リーズニン
グ各論
障がい者スポーツ
支援論

神経・筋疾患理学
療法学
スポーツトレーニング特
論

スポーツ理学療法学
演習

神経理学療法学実習Ⅰ

内部機能理学療法学実
習

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

専
門
教
育
分
野

専
門
科
目

理
学
療
法
評
価
学

機能・能力評価学
実習Ⅰ

機能・能力評価学
実習Ⅱ

理
学
療
法
治
療
学

ウィメンズヘルス・メンズ
ヘルス理学療法

運動器理学療法学
実習Ⅰ

運動器理学療法学
実習Ⅱ

クリニカル・リーズニン
グ総論
クリニカル・リーズニン
グ各論
障がい者スポーツ
支援論

神経・筋疾患理学
療法学
スポーツトレーニング特
論

スポーツ理学療法学
演習

神経理学療法学実習Ⅰ

内部機能理学療法学実
習

日常生活活動理学
療法学

日常生活活動理学
療法学実習

理学療法リスクマネジメ
ント演習

地
域
理
学
療
法
学

生活環境支援理学
療法学
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2後 5 4 5 6 2後 5 4 6 6

総合臨床実習Ⅰ 3後 7 4 5 6 総合臨床実習Ⅰ 3後 7 4 6 6

総合臨床実習Ⅱ 4前 9 4 5 6 総合臨床実習Ⅱ 4前 9 4 6 6

小計（3 科目） － 21 0 0 4 5 6 0 0 0 小計（3 科目） － 21 0 0 4 6 6 0 0 0
総合理学療法学 4後 2 3 7 6 総合理学療法学 4後 2 3 7 6

理学療法学研究法 3後 1 6 6 6 理学療法学研究法 3後 1 6 7 6

理学療法学研究実践法 4通 2 6 6 6 理学療法学研究実践法 4通 2 6 7 6

小計（3 科目） － 5 0 0 6 7 6 0 0 0 小計（3 科目） － 5 0 0 6 8 6 0 0 0

－ 117 98 0 7 7 6 0 0 32 － 117 98 0 7 8 6 0 0 31

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を
　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

1.基礎教育分野から18単位以上（「TIUコア科目」の必修科目4単位、「人間と文化」の必修
科目4単位、「自然科学と環境」の必修科目2単位、「英語」の必修科目4単位、基礎教育
分野の選択科目4単位以上）を修得。
2.専門教育分野の専門基礎科目の必修科目31単位を修得。
3.専門教育分野の専門科目の必修科目72単位を修得。
4.専門教育分野の専門基礎科目及び専門科目の選択科目を9単位以上修得。
5.卒業要件単位数である130単位以上修得していることを卒業要件とする。
6.履修上限単位数は各学期20単位と定める。ただし、臨床実習科目や集中講義等の授
業期間外に修得する単位はこれに含めない。
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卒業要件及び履修方法

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

必修

・カリキュラムの見直しにより、法学の配当年次を「1前・後」から「1前」に変更。
・履修者数を考慮し、Oral Communicationの担当教員数を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担2」に変更。
・履修者数を考慮し、Reading ＆ Writingの担当教員数を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担2」に変更。
・2021年1月AC教員審査により、神戸晃男准教授を追加。この結果、専任教員等の配置欄について、基礎理学療法学演習Ⅰ、基礎理学療法学演
習Ⅱの「准教授6」を「准教授7」に、理学療法管理学の「准教授0」を「准教授1」に、理学療法学演習Ⅰの「准教授5」を「准教授6」に、理
学療法学演習Ⅱの「准教授3」を「准教授4」に、理学療法学演習Ⅲの「准教授6」を「准教授7」に、機能・能力評価学臨床実習、総合臨床実
習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱの「准教授5」を「准教授6」に、理学療法学研究法、理学療法学研究実践法の「准教授6」を「准教授7」に変更。
・2021年1月AC教員審査により、米澤美園専任講師に担当科目を追加。この結果、専任教員等の配置欄について、神経・筋疾患理学療法学の
「講師0」を「講師1」に変更。

　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容

　　　　

選択 自由

117

計

変更状況

98 0 215

選択 自由

117 98

　　　　

（２） 授業科目数

設置時の計画

必修

　　　　

備考

[　　0　　] [　　0　　]

0

[　　0　　]

計（Ａ）

215

[　　0　　]

科目
区分
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卒業要件及び履修方法

1.基礎教育分野から18単位以上（「TIUコア科目」の必修科目4単位、「人間と文化」の必修
科目4単位、「自然科学と環境」の必修科目2単位、「英語」の必修科目4単位、基礎教育分
野の選択科目4単位以上）を修得。
2.専門教育分野の専門基礎科目の必修科目31単位を修得。
3.専門教育分野の専門科目の必修科目72単位を修得。
4.専門教育分野の専門基礎科目及び専門科目の選択科目を9単位以上修得。
5.卒業要件単位数である130単位以上修得していることを卒業要件とする。
6.履修上限単位数は各学期20単位と定める。ただし、臨床実習科目や集中講義等の授業
期間外に修得する単位はこれに含めない。
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